
　
自
治
会
活
動
の
基
盤
を
な
す
場

所
が
無
く
、
諸
活
動
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
・
老
人

会
の
会
議
等
、
操
体
法
も
青
空
の

下
で
行
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
小
さ
な
自
治
会
で
財
源
も
乏
し

く
、
会
員
の
絶
大
な
理
解
と
協
力

を
得
て
、
長
期
借
入
で
土
地
を
購

入
し
ま
し
た
。

　
次
は
公
民
館
建
設
で
あ
り
ま
す

の
で
、
行
政
の
援
助
と
お
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠

点
と
な
る
自
治
会
事
務
所
は
、
自

治
会
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
施
設

で
あ
る
こ
と
は
市
も
認
識
し
て
お

り
、
現
在
浦
添
市
で
は
自
治
会
事

務
所
建
設
補
助
金
、
自
治
会
事
務

所
等
賃
借
料
補
助
金
及
び
防
衛
施

設
局
交
付
金
に
よ
る
学
習
等
供
用

施
設
の
建
設
に
よ
っ
て
、
自
治
会

事
務
所
の
整
備
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
浦
添
ハ
イ
ツ
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
市
も
把
握
し
て
お
り
、
早
期

に
事
務
所
の
確
保
に
対
す
る
支
援

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
浦
添
ハ
イ
ツ
の

自
治
会
事
務
所
の
建
設
は
、
建
設

予
定
の
建
物
構
造
に
も
よ
り
ま
す

が
、
簡
易
な
建
物
で
あ
れ
ば
自
治

会
事
務
所
建
設
補
助
金
交
付
規
程

に
基
づ
く
補
助
が
可
能
で
あ
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

（
市
民
部
　
市
民
生
活
課
）

・
11
月
11
日
（
火
曜
日
）

・
場
所
　
宮
城
公
民
館

・
参
加
人
数
　
36
人

・
市
長
講
話

「
浦
添
市
行
政
全
般
に
わ
た
る

中
長
期
的
展
望
及
び
キ
ャ
ン
プ

キ
ン
ザ
ー
軍
用
地
跡
地
利
用
計

画
と
道
州
制
導
入
と
の
関
連
に

つ
い
て
」

　自
治
会
か
ら
の
意
見
要
望
等

【
宮
城
自
治
会
】

①
テ
ラ
ブ
ヌ
ガ
マ
を
浦
添
市
指
定

文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い

て②
ウ
シ
ク
（
ア
コ
ウ
）
名
木
を
浦

添
市
指
定
文
化
財
に
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て

【
仲
西
自
治
会
】

③
仲
西
地
域
内
の
各
ハ
ー
ド
面
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
線
状
舗
装
の
依

頼
に
つ
い
て

【
屋
富
祖
自
治
会
】

⑤
屋
富
祖
地
域
の
道
路
整
備
に
つ

い
て

⑥
公
民
館
改
築
に
つ
い
て

追
加
質
問
・
意
見

①
学
校
の
空
き
教
室
等
を
利
用
し

て
、
地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
達

と
が
交
流
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な

い
か
。（
宮
城
自
治
会
）

②
学
校
教
育
に
お
け
る
エ
コ
活
動

の
推
進
に
つ
い
て（
宮
城
自
治
会
）

③
て
だ
こ
ホ
ー
ル
の
小
ホ
ー
ル
の

観
客
席
の
つ
く
り
は
、
勾
配
が
大

き
く
、
足
の
不
自
由
な
方
や
、
高

齢
者
の
方
が
利
用
し
づ
ら
い
。

（
宮
城
自
治
会
）

　
宮
城
公
民
館
東
側
に
何
百
年
の

樹
齢
だ
ろ
う
か
、
大
木
の
ウ
シ
ク

が
あ
り
ま
す
。毎
年
2
回
紅（
落
）

葉
し
、
芽
吹
き
か
ら
新
緑
へ
、
自

然
の
摂
理
に
は
感
動
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
樹
木
は
大
地
に
根
を

張
り
、
年
ご
と
に
年
輪
を
増
し

て
、
人
間
の
目
と
心
を
癒
し
、
未

来
の
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
役
立

つ
も
の
と
思
い
ま
す
。
ウ
シ
ク
を

宮
城
の
名
木
と
し
て
是
非
、
浦
添

市
の
文
化
財
に
指
定
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま

す
。

　
こ
の
ア
コ
ウ
木
に
つ
い
て
、
植

物
の
専
門
家
に
観
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、「
自
然
の
ま
ま
で
こ
れ

ほ
ど
大
き
く
成
育
し
た
ア
コ
ウ
は

都
市
地
域
の
中
で
は
少
な
い
。
成

長
の
早
い
木
で
は
な
い
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、こ
れ
ほ
ど
の
大
き
さ

を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

樹
齢
百
年
以
上
と
推
察
さ
れ
る
。」

と
い
う
所
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
今
後
、ア
コ
ウ
の
樹
高
や
樹
冠
、

幹
周
り
等
の
計
測
、
生
育
状
況
等

の
本
格
的
調
査
の
ほ
か
、
ア
コ
ウ

に
ま
つ
わ
る
伝
承
や
由
来
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
地
域
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
の
聞
取
り
調
査
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
調
査
結
果
を

「
浦
添
市
指
定
文
化
財
の
指
定
基

準
」
に
照
合
し
た
上
で
、
指
定
文

化
財
候
補
と
し
て
の
可
能
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

調
査
の
際
に
は
自
治
会
長
を
初

め
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
屋
富
祖
大
通
り
は
、
浦
添
市
の

顔
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
夢
の
あ
る

都
市
づ
く
り
と
と
も
に
、
グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
前
の
一
方
通
行
路
を
両

面
通
行
道
路
と
し
て
の
計
画
等
、

キ
ャ
ン
プ
キ
ン
ザ
ー
の
返
還
を
前

提
と
し
た
幹
線
道
路
と
し
て
の
屋

富
祖
大
通
り
の
整
備
や
将
来
の
考

え
方
と
計
画
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
グ
リ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
前
の

区
間
の
相
互
通
行
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
が
、
道
路
整
備
の
基
準
と

な
る
「
道
路
構
造
令
」
に
よ
る

と
、「
平
面
交
差
点
で
は
、
5
つ

以
上
の
道
路
を
交
差
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
」
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
県
道
38
号
線
と
サ
ン
パ
ー
ク

通
り
と
の
交
差
点
で
は
、
取
り
付

く
5
路
線
の
う
ち
、
グ
リ
ー
ン
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
前
の
県
道
38
号
線
を

一
方
通
行
と
す
る
こ
と
で
、
四
差

路
と
し
て
の
扱
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
ホ
テ
ル
の
前

の
一
方
通
行
を
相
互
通
行
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
構
造
令
に
抵

触
し
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
の

同
意
を
得
る
こ
と
は
、
困
難
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
屋
富
祖
大
通
り
の
今
後

の
整
備
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
答

え
い
た
し
ま
す
。
県
道
で
あ
る
屋

富
祖
大
通
り
は
、
現
在
、
幅
員
12

ｍ
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
は
、
管
理
者
で
あ
る
県

に
対
し
、
早
期
整
備
の
必
要
性
を

訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
、
県
の
財
政
事
情
が
厳
し
い

上
、
費
用
対
効
果
が
見
込
め
な
い

と
の
理
由
か
ら
、
未
整
備
の
ま
ま

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
6
月
、
屋
富
祖
公
民

館
に
お
い
て
、
地
元
商
店
街
有
志

の
方
々
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
、
様
々
な
意
見
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
計
画
通
り
の
整

備
を
望
む
方
が
い
る
一
方
、
4
車

線
へ
の
拡
幅
を
望
む
方
、
あ
る
い

は
サ
ン
パ
ー
ク
通
り
並
み
の
幅
員

（
Ｗ
＝
18
ｍ
）
を
望
む
方
が
い
る

な
ど
、
屋
富
祖
通
り
に
対
す
る
地

域
の
意
見
が
、
充
分
に
集
約
さ
れ

て
い
な
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
幅
員
12
メ
ー
ト

ル
で
整
備
し
、「
歩
道
と
車
道
の

段
差
を
つ
け
な
い
。」「
歩
道
に
つ

い
て
は
特
徴
あ
る
、
商
店
街
に
ふ

さ
わ
し
い
歩
道
の
整
備
」
と
い
っ

た
「
国
際
通
り
の
道
路
の
整
備

型
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
加
え
、

県
道
で
あ
る
屋
富
祖
通
り
（
県
道

38
号
線
）
と
市
道
で
あ
る
サ
ン
パ

ー
ク
通
り
の
付
け
替
え
（
管
理
移

管
）
を
行
い
、
市
の
方
で
整
備
す

る
こ
と
が
事
業
化
を
早
め
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
浦
添
の
顔
と
し
て
歩

ん
で
き
た
屋
富
祖
大
通
り
の
活
性

化
は
、
道
路
整
備
と
と
も
に
誰
も

が
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
主

体
と
な
る
地
域
の
皆
様
が
充
分
に

話
し
合
い
、
共
通
の
認
識
と
方
針

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続

き
地
域
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
早
期
事
業
化
に
向
け

て
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
都
市
建
設
部
　
都
市
計
画
課
）

宮
城
自
治
会

仲
西
自
治
会

屋
富
祖
自
治
会

　
 
 
 
 

合
同
行
政
懇
談
会

②
城
間
線
か
ら
国
道
58
号
へ
左
折

し
て
、
屋
富
祖
交
差
点
で
Ｕ
タ
ー

ン
す
る
。

③
宇
治
真
線
（
平
成
21
年
2
月
完

成
予
定
）
を
利
用
し
て
、
泉
小
公

園
裏
側
か
ら
牧
港
の
明
治
乳
業
へ

抜
け
る
。

　
こ
の
悪
い
面
を
改
善
す
る
た
め

に
、
新
た
に
道
路
を
整
備
す
る
と

な
る
と
、
国
の
基
準
に
よ
る
制
限

が
出
て
き
ま
す
。
市
道
等
補
助
幹

線
道
路
の
道
路
網
間
隔
は
、
国
基

準
で
約
5
0
0
ｍ
程
度
が
標
準
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
城
間
線
周
辺

の
都
市
計
画
道
路
網
の
間
隔
は
そ

れ
よ
り
密
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
道
路
網
間
隔
の
点
か
ら
み
る

と
、
必
要
な
水
準
は
満
た
し
て
お

り
、
即
、
新
た
な
道
路
を
整
備
す

る
の
は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
ま
だ
ま
だ
道
路

整
備
を
必
要
と
す
る
地
域
が
あ
る

上
、
道
路
関
係
予
算
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま

え
ま
し
て
も
、城
間
線
の
整
備
に

伴
う
新
た
な
迂
回
路
の
整
備
は
、

非
常
に
厳
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
今
後
、
国
道
58
号
と
城
間
線
と

の
交
差
点
に
中
央
分
離
帯
が
設
置

さ
れ
る
と
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
に

比
べ
、
国
道
へ
の
乗
り
入
れ
等
で

多
少
不
便
に
な
る
か
と
は
思
い
ま

す
が
、
地
域
の
通
過
交
通
が
減
少

す
る
と
い
う
安
全
性
の
メ
リ
ッ
ト

が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
・
要
望
等

意
見
・
要
望
等

意
見
・
要
望
等

回
　
　
　
　
　
答

回
　
　
　
　
　
答

回
　
　
　
　
　
答

市 民 の 声 を 市 政 に 反 映

宮城のアコウ木

（5）広報うらそえ　2009年3月1日 2009年3月1日　広報うらそえ（4）


